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一般財団法人 日本健康増進財団・代表理事

三木　一正

高い健診品質で、
効果的な健診を

安定的に供給しています

　
年
度
始
ま
り
に
際
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
当
法
人
の
機
関
誌
ご
愛
読
の
皆
様
を
は
じ
め
、
基
幹
事
業
で
あ
る
健
康
管
理
事

業
を
ご
採
用
の
多
く
の
事
業
所
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
皆
様
の
健
康
管
理
や
保
健
事
業
に
少
し
で
も
役
立
つ
健
康
情
報
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
、鋭
意
編
集
し
て
ま
い
り
た
い
と
、意
を
固
く
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
執
筆
者
は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日
系
人
と
日
本
在
住
日
本
人
の
健
康
状
態

や
疾
病
構
造
の
変
化
と
そ
れ
ら
の
要
因
を
長
年
比
較
研
究
さ
れ
て
き
た
行な
め
か
た方

令つ
か
さ

先

生
に
、
欧
米
化
さ
れ
て
い
く
日
本
人
の
生
活
習
慣
が
ア
メ
リ
カ
在
住
日
系
人
の
疾

病
状
態
を
追
い
か
け
て
い
る
現
状
か
ら
、
実
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
日
本
人
へ
の
警

告
を
昨
年
か
ら
書
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
目
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
情
報
を
得
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
等
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
目
を
酷
使
し
て
い
ま
す
。
杤と
ち
く
ぼ
久
保
哲て
つ
お男
先
生
（
前
東

邦
大
学
医
学
部
眼
科
主
任
教
授
）
に
は
、
皆
様
の
健
康
の
た
め
に
眼
科
医
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
重
大
な
疾
患
を
発
症
す
る
前
に
、
リ
ス
ク
の
程

度
を
受
診
者
に
警
告
し
、
猶
予
を
も
っ
て
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
予
防
的
治
療
な

ど
の
予
防
策
が
講
じ
ら
れ
る
健
診
シ
ス
テ
ム
が
享
受
で
き
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
胃
が
ん
に
は
容
易
に
受
け
や
す
い
血
液
検
査
で
胃
が
ん
リ
ス
ク

層
別
化
検
査
が
あ
り
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
で
予
防
を
行
い
、
絞
り
込
ま
れ
た
対
象

者
に
定
期
的
な
内
視
鏡
で
が
ん
を
早
期
に
発
見
し
て
い
く
。
肝
が
ん
に
は
Ｂ
型･

Ｃ
型
肝
炎
検
査
、
子
宮
頸
が
ん
に
は
ヒ
ト･

パ
ピ
ロ
ー
マ･

ウ
イ
ル
ス
検
査
と
細

胞
診
の
並
列
実
施
で
前
が
ん
病
変
の
段
階
で
発
見
し
て
い
く
。
さ
ら
に
は
、
脳
梗

塞
や
心
筋
梗
塞
の
主
原
因
で
あ
る
動
脈
硬
化
を
直
接
検
査
（
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
等
）
す
る
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こ
と
で
、
こ
れ
ら
重
大
な
疾
患
発
症
の
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
生
活
習
慣

の
改
善
と
と
も
に
、
動
脈
硬
化
の
促
進
因
子
で
あ
る
糖･

脂
質
な
ど
の
代
謝
異
常

や
高
血
圧
に
対
す
る
予
防
的
治
療
も
行
え
る
。
こ
の
よ
う
な
検
査
を
取
り
込
ん
だ

健
診
シ
ス
テ
ム
は
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
お
け
る
受
診
率
の
向
上
、
保
健
行
動

や
疾
病
予
防
へ
の
確
か
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
重
症
化
予
防
、
早
期
発
見
、
ひ
い

て
は
医
療
費
適
正
化
に
も
十
分
貢
献
す
る
健
診
シ
ス
テ
ム
と
な
り
、
高
品
質
な
健

診
・
効
果
的
な
健
診
シ
ス
テ
ム
が
供
給
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
が
行
え
る
健
診
機
関
と
し
て
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
本
法
人
を
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

本誌で掲載してほしい健康に関わるテーマ、
当財団ヘのご要望などございましたら、

メール、FAX等にてお寄せいただければ幸いです。
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シアトル

動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
要
因
と

予
防
す
る
要
因
は
何
か

―
一
般
財
団
法
人
日
本
健
康
増
進
財
団 

リ
サ
ー
チ
・
フ
ェロ
ー　

行
方
　
令

日
本
人
の
健
康
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第４回

一般財団法人
日本健康増進財団
リサーチ・フェロー

行方　令
（なめかた　つかさ）

1966年	 �新潟大学教育学部卒業、同年東京大学大学院健康教育
学科に移り、双生児集団による中高校生の身体発育と体力
について遺伝的及び環境要因を研究。

1971年	 �米国イリノイ大学に留学、1974 年にPh.D.を取得、同大
公衆衛生学部で環境疫学研究を担当。

1980年	 �シアトル市バテル記念研究所に移り、疫学研究を担当。
1983年	 �米国疫学学術院より上席研究フェローとして認定される。
1985年	 �東京大学医学部保健学科疫学教室より保健学博士を取得。
1989 年	 �米国ワシントン州ワシントン大学公衆衛生学部臨床准教授

兼任。
1989 年～ 2016 年

㈶パシフィック・リム疾病予防センターデレクターに就任し、
日系人の健診と疫学調査を推進する。
現在、日本健康増進財団のリサーチ・フェロー。

　
前
回
は
、
血
清
脂
質
の
レ
ベ
ル
が
ど
の
よ

う
な
個
人
特
性
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
要
因
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
血
清
脂
質
が
密
接
に
関
わ
っ
て

進
展
す
る
動
脈
硬
化
に
つ
い
て
の
研
究
結
果

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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動
脈
硬
化
と
は
、
動
脈
内
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
な
ど
が
付
着
し
、
徐
々
に
血
管
が
細
く

な
り
、
血
管
が
弾
力
性
や
柔
軟
性
を
失
っ
て
ゆ
く
状

態
で
す
。
こ
れ
が
心
臓
の
冠
動
脈
に
起
こ
る
と
、
心

臓
に
酸
素
と
栄
養
を
十
分
に
供
給
で
き
な
く
な
る
た

め
狭
心
症
の
発
作
を
起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
は
心

筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
て
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
動
脈
硬
化
が
脳
動
脈
に
起
こ
る
と
、
脳

梗
塞
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
若
い

時
か
ら
徐
々
に
進
行
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
推
定
す

る
方
法
が
あ
れ
ば
脳
・
心
血
管
疾
患
の
発
症
予
防
に

大
い
に
役
立
ち
ま
す
。
そ
の
方
法
が
日
本
健
康
増
進

財
団
で
長
年
採
用
さ
れ
て
き
た
大
動
脈
脈
波
測
定
法

（
今
は
そ
の
進
化
型
で
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
使
わ
れ
て

い
る
）
で
す
。

　

大
動
脈
脈
波
速
度(pulse w

ave velocity

、
略
し

て
Ｐ
Ｗ
Ｖ
と
呼
ぶ)

は
、
心
臓
が
収
縮
し
血
液
が
強

い
圧
力
（
血
圧
）
で
大
動
脈
に
押
し
出
さ
れ
る
時
に
、

弁
口
部
に
振
動
が
発
生
し
、
動
脈
壁
を
伝
播
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
伝
播
速
度
が
動
脈
の
柔
ら
か
さ
・
硬

さ
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
イ
ギ
リ
ス
の

研
究
者
が
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
何
と
今

か
ら
１
４
０
年
前
で
す
。
日
本
が
江
戸
時
代
か
ら
明

治
に
変
っ
た
頃
で
す
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
研
究

者
ら
が
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
研
究
を
続
け
ま
し
た
が
、
戦
後
、

Ｐ
Ｗ
Ｖ
と
動
脈
硬
化
と
の
関
連
を
究
明
し
、
Ｐ
Ｗ
Ｖ

を
測
定
す
る
装
置
を
開
発
し
た
の
が
、
慈
恵
医
大
の

研
究
者
ら
と
フ
ク
ダ
電
子
㈱
で
す
。
こ
の
装
置
で
は
、

Ｐ
Ｗ
Ｖ
が
心
臓
か
ら
右
側
の
股
動
脈
点
ま
で
伝
播
す

る
速
度
を
測
定
し
ま
す
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ
は
血
管
が
柔
ら
か

い
と
ゆ
っ
く
り
伝
播
し
、
硬
い
と
速
く
伝
播
し
ま
す
。

私
は
日
本
労
働
文
化
協
会
（
今
は
日
本
健
康
増
進
財

団
と
改
名
）
に
研
究
協
力
を
お
願
い
し
、
米
国
の
シ

ア
ト
ル
日
系
人
を
対
象
に
し
た
研
究
を
１
９
８
９
年

に
開
始
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ
は
拡
張
期
血
圧
と
密
接

に
関
係
す
る
た
め
、
研
究
で
使
用
し
た
測
定
装
置
は

拡
張
期
血
圧
が
80m

m
H
g

で
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
測
定
値
が
出

せ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
、
個
人
間
で
の
比
較
と
集
団

間
で
の
比
較
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
図
１
は
、
生

前
の
Ｐ
Ｗ
Ｖ
測
定
値
と
死
後
の
大
動
脈
内
壁
の
写
真

を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ
値
は
速
く
な
る
ほ

ど
動
脈
硬
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

前
回
は
重
回
帰
分
析
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
が
、
こ
の
方
法
を
採
用
す
る
と
従
属
変
数
で
あ

る
Ｐ
Ｗ
Ｖ
と
年
齢
の
相
関
が
非
常
に
高
い
た
め
、
他

の
説
明
変
数
と
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
関
連
を
正
確
に
反
映
す
る

2統
計
解
析
方
法

1Ｐ
Ｗ
Ｖ
測
定
装
置

実
用
化
へ
の
経
緯

図１　生前のＰＷＶ値と死後の大動脈内壁の病理所見との関係

Ｐ Ｗ Ｖ  6.4m/ 秒

病理所見  硬化所見なし

女性　22歳
Ｐ Ｗ Ｖ  8.3m/ 秒

病理所見  アテロームが20～30%
を占めています。

男性　56歳

Ｐ Ｗ Ｖ  10.3m/ 秒

病理所見  アテローム、潰瘍、石灰
化が 80%を占めています。

女性　86歳
Ｐ Ｗ Ｖ  14.3m/ 秒

病理所見  内膜全域に硬化所見を認
めています。

男性　62歳

引用：鈴木賢二、他．大動脈脈波速度検査法のかいせつ． ㈱フクダ電子 1988
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こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ
は
６・
０
ｍ
／
秒
以

下
か
ら
15
・
０
ｍ
／
秒
以
上
の
間
で
表
さ
れ
る
連
続

変
数
で
す
。
ど
れ
位
ま
で
が
正
常
値
で
ど
れ
位
以
上

が
異
常
値
な
の
か
を
示
し
、
説
明
変
数
も
層
別
化
し

て
、
正
常
値
に
比
べ
て
異
常
値
に
な
る
リ
ス
ク
は
ど

れ
位
に
な
る
の
か
を
推
定
で
き
れ
ば
わ
か
り
や
す
い

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
多
重
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

回
帰
分
析
を
採
用
し
ま
し
た
。
日
本
健
康
増
進
財
団

の
22
万
人
の
健
診
デ
ー
タ
に
基
づ
く
研
究
結
果
に
よ

る
と
、
60
歳
未
満
で
８
ｍ
／
秒
台
、
60
歳
以
上
で
は

９
ｍ
／
秒
台
で
、
そ
れ
ぞ
れ
動
脈
硬
化
性
疾
患
の
異

常
所
見
発
現
率
が
年
齢
別
の
平
均
発
現
率
よ
り
有
意

に
高
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
年
齢
60
歳
未
満
で
Ｐ
Ｗ
Ｖ
８・
０
ｍ
／
秒
以
上
を

異
常
、
年
齢
60
歳
以
上
で
は
Ｐ
Ｗ
Ｖ
９・
０
ｍ
／
秒

以
上
を
異
常
と
定
義
し
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分

析
を
用
い
る
た
め
に
従
属
変
数
で
あ
る
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
異

常
値
の
者
を
１
、
そ
れ
以
外
の
者
を
０
と
す
る
二
項

変
数
に
変
換
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
説
明
変

数
（
リ
ス
ク
要
因
）
に
お
け
る
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
異
常
値
出

現
リ
ス
ク
を
オ
ッ
ズ
比
と
し
て
算
出
で
き
ま
す
。
血

圧
を
例
に
と
る
と
、
血
圧
正
常
者
の
Ｐ
Ｗ
Ｖ
異
常
値

出
現
リ
ス
ク
を
１
と
す
る
と
高
血
圧
者
の
Ｐ
Ｗ
Ｖ
異

常
値
出
現
リ
ス
ク
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
推
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
ア
ト
ル
市
に
在
住
の
日
系
人
を
対
象
に
し
て
、

ど
の
よ
う
な
要
因
が
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
の
か
、

調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

図
２
は
、
動
脈
硬
化
の
指
標
で
あ
る
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
異

常
値
出
現
リ
ス
ク
を
動
脈
硬
化
関
連
要
因
ご
と
に
多

重
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
算
出
し
た

結
果
で
す
。
こ
の
分
析
方
法
で
は
基
準
グ
ル
ー
プ
を

設
定
し
、そ
の
リ
ス
ク
を
１
と
し
て
比
較
す
る
グ
ル
ー

プ
の
オ
ッ
ズ
比
を
算
出
し
ま
す
。
基
準
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
60
歳
以
下
に
比
べ
て
60
歳
以
上
に
な
る
と
、
Ｐ

Ｗ
Ｖ
異
常
値
出
現
リ
ス
ク
を
推
定
す
る
オ
ッ
ズ
比
は

３・
６
と
な
り
、
動
脈
硬
化
に
加
齢
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
60
歳
以

上
の
人
の
動
脈
硬
化
が
異
常
に
進
む
リ
ス
ク
は
、
60

歳
未
満
に
比
べ
て
３・６
倍
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
異
常
値
出
現
リ
ス
ク
（
動
脈
硬
化
が
異

常
に
促
進
さ
れ
る
リ
ス
ク
）
に
つ
い
て
は
、

①�

正
常
血
圧
者
に
比
べ
て
高
血
圧
者
で
の
リ
ス
ク
は

２
倍

②�

健
常
者
に
比
べ
て
糖
尿
病
の
方
の
リ
ス
ク
は
３
・

７
倍

③�

虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
指
標
で
あ
る
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ

Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
が
４・
５
以
下
の
方
に
比
べ
て
４・
５
以

上
の
方
の
リ
ス
ク
は
１・６
倍

④�

肥
満
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
27
以
下
の
肥
満
で
な

い
方
に
比
べ
て
27
以
上
で
肥
満
者
の
リ
ス
ク
は

１・
０
８
で
あ
り
、
１
に
近
く
、
両
者
の
間
に
有

意
差
は
な
く
、
こ
の
集
団
で
見
る
限
り
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は

動
脈
硬
化
に
影
響
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
ま
す
。

⑤�

非
飲
酒
者
に
比
べ
て
現
飲
酒
者
の
リ
ス
ク
は
０
・

４
５
倍
、
す
な
わ
ち
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
が
45
％

も
低
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
前
飲
酒
者
の
リ
ス
ク

も
47
％
低
く
な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
は
本
誌
第
37

号
で
紹
介
し
た
脂
質
と
飲
酒
習
慣
の
結
果
と
一
致

し
ま
す
。
飲
酒
習
慣
は
悪
玉
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
下
げ
、
善
玉
の
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
上
げ
、
虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
指
標
で
あ

る
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
比
率
を
効
果
的
に
下
げ
ま
す
。

結
果
的
に
、
飲
酒
習
慣
が
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る

よ
う
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
、
研
究
結
果
は
示

し
て
い
ま
す
。

⑥�

非
喫
煙
者
に
比
べ
て
現
喫
煙
者
と
前
喫
煙
者
の
リ

ス
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
１・
４
７
倍
と
１・
６
５
倍
と
な

り
、
喫
煙
習
慣
は
動
脈
硬
化
を
促
進
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
前
回
の
本
誌
で
喫
煙
習
慣
が
悪
玉
の
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
と
中
性
脂
肪
値
を
上
昇

さ
せ
、
善
玉
の
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
ト
ロ
ー
ル
値
を
下

げ
る
と
述
べ
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
、
喫
煙
は

動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

3動
脈
硬
化
を

促
進
さ
せ
る
要
因
は
何
か

図２　シアトル日系人におけるＰＷＶ異常値出現リスクを推定するオッズ比

注）オッズ比はＢＭＩ以外が全て統計的に有意。

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4
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年齢 60 歳以下対 60 歳以上

正常血圧対高血圧

健常者対糖尿病者

ＴＣ/ＨＤＬ－Ｃ：4.5以下対4.5以上

ＢＭＩ：27以下対27以上

非飲酒者対現飲酒者

非飲酒者対前飲酒者

非喫煙者対現喫煙者

非喫煙者対前喫煙者



7

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
冠
動
脈
の

動
脈
硬
化
が
促
進
す
る
と
血
栓
が
詰
り
や
す
く
な
り
、

虚
血
性
心
疾
患
が
起
こ
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

本
研
究
に
参
加
し
た
日
系
人
は
88
％
が
ア
メ
リ
カ
生

ま
れ
の
ア
メ
リ
カ
育
ち
で
あ
り
、
12
％
の
一
世
も
ア

メ
リ
カ
に
永
住
し
て
い
る
人
達
で
す
か
ら
、
食
生
活

も
生
活
習
慣
も
ア
メ
リ
カ
人
の
そ
れ
と
同
じ
か
、
そ

れ
に
近
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活

習
慣
は
、
日
本
に
お
け
る
生
活
習
慣
よ
り
も
動
脈
硬

化
を
早
く
促
進
さ
せ
、
虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
と
い
え
ま
す

　

シ
ア
ト
ル
日
系
人
を
対
象
に
、
大
動
脈
脈
波
速
度
（
Ｐ

Ｗ
Ｖ
）
を
用
い
て
大
動
脈
の
動
脈
硬
化
が
ど
の
よ
う
な

要
因
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
調
べ
ま
し
た
。
動

脈
硬
化
を
促
進
す
る
要
因
は
、
加
齢
（
特
に
60
歳
以
上

に
な
る
と
動
脈
硬
化
が
急
速
に
進
み
ま
す
）、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
（
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
が
４
・
５

以
上
）、
喫
煙
習
慣
（
前
喫
煙
者
も
含
む
）
で
す
。
動
脈

硬
化
を
防
ぐ
要
因
は
、
飲
酒
習
慣
（
前
飲
酒
者
を
含
む
）

で
す
。
東
京
都
監
察
医
で
あ
っ
た
上
野
正
彦
氏
は
、
飲

酒
と
動
脈
硬
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
あ
ま
り
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
た
ち
が
年
を
と
る
と
心
臓

は
肥
大
気
味
に
な
り
、
冠
状
動
脈
に
硬
化
が
現
れ
て
、

心
筋
は
十
分
な
栄
養
が
と
れ
な
く
な
り
、
狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
い
危
険
な
状
態
に
な
る
。
と
こ

ろ
が
…
…
依
存
症
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
酒
を
飲
む
と
、
血

管
壁
に
水
分
が
た
ま
っ
て
動
脈
硬
化
と
同
じ
よ
う
に
、

心
筋
が
だ
め
に
な
る
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
極
端
は
よ
く
な

い
」

　

生
ま
れ
つ
き
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
が
少

な
く
、
お
酒
に
弱
い
人
は
、
無
理
し
て
飲
む
べ
き
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
お
酒
が
飲
め
る
人
は
１
日
1
合
、

グ
ラ
ス
一
杯
の
ワ
イ
ン
、
ま
た
は
ビ
ー
ル
1
缶
く
ら
い

で
し
た
ら
、
動
脈
硬
化
を
予
防
し
、
長
生
き
に
繋
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

日
系
人
の
動
脈
硬
化
が
日
本
人
よ
り
進
ん
で
い
る
の

は
、
肉
を
多
く
食
べ
る
た
め
に
脂
質
異
常
症
の
人
が
多

く
、
日
本
人
よ
り
運
動
量
が
少
な
く
、
飲
酒
習
慣
の
あ

る
人
が
日
本
人
よ
り
少
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
人
全
体
に
当
て
は
ま
り
ま

す
。

　

次
回
は
、
眼
底
カ
メ
ラ
検
査
に
よ
る
細
動
脈
の
動
脈

硬
化
に
関
す
る
研
究
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1. 鈴木賢二、他 .　動脈硬化に関する疫学研究（Ｉ）
―大動脈脈波速度と高血圧、眼底動脈病変動脈硬
化性変化、虚血性心電図変化との関連 .　動脈硬化　
1996；23(11): 715-720.

2. 行方　令、David Moore、鈴木賢二、籏野脩一、
林　知己夫、森　誠、安倍信行、長谷川元治 .シア
トル日系アメリカ人における大動脈脈波速度と動脈
硬化リスク要因との関連に関する研究 . 日本公衆衛
生雑誌　1997；44(12): 942-951

　

図
3
は
、
年
齢
の
影
響
を
除
い
た
Ｐ
Ｗ
Ｖ
異
常

値
出
現
率
を
表
し
ま
す
。
シ
ア
ト
ル
日
系
人
が

１
０
０
０
人
に
対
し
て
22
、
都
市
部
日
本
人
が
15
で

あ
り
、
こ
の
差
は
統
計
的
に
有
意
で
す
。
従
っ
て
、

動
脈
硬
化
は
日
系
人
の
方
が
都
市
部
日
本
人
よ
り
進

展
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
結
果
は
、
な
ぜ
ア

メ
リ
カ
人
の
虚
血
性
心
疾
患
死
亡
率
が
日
本
人
よ
り

高
い
の
か
と
い
う
疑
問
に
、
あ
る
程
度
答
え
て
く
れ

4
Ｐ
Ｗ
Ｖ
異
常
値
出
現
率
を

シ
ア
ト
ル
日
系
人
と

日
本
人
で
比
較

5結
語

図３　ＰＷＶ異常値出現率／1,000
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香
道
と
は
、
香
（
香
木
）
を
焚
い
て
、
立

ち
上
る
香
気
を
楽
し
む
芸
道
で
す
。

　

香
道
で
は
香
の
香
り
を
楽
し
む
の
に
「
嗅

ぐ
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、香
を
「
聞
く
」

と
表
現
し
ま
す
。
ま
た
単
に
芳
し
い
香
を
焚

け
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
香
気
に
よ
っ

て
詩
歌
や
古
典
、
故
事
に
登
場
す
る
情
景

を
表
現
し
、そ
れ
を
鑑
賞
す
る
な
ど
、文
学
・

歴
史
的
な
素
養
も
要
求
さ
れ
る
精
神
性
の

高
い
芸
道
で
も
あ
り
ま
す
。

　

香
り
を
楽
し
む
こ
と
を
追
求
し
た
結
果
、

香
道
で
は
た
だ
香
を
た
く
の
で
は
な
く
、
他

の
芸
事
と
同
様
、
特
化
し
た
一
定
の
礼
儀
作

法
や
立
居
振
舞
が
大
切
に
さ
れ
、そ
れ
が
と
っ

つ
き
に
く
い
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
香
道
が
芸
道
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
っ

た
室
町
時
代
以
降
、
香
道
は
さ
ま
ざ
ま
に

発
展
し
ま
し
た
が
、
今
日
で
は
お
お
む
ね
、

香
り
を
聞
い
て
鑑
賞
す
る
こ
と
自
体
を
目
的

と
す
る
「
聞
香
（
も
ん
こ
う
）」
と
、
焚
か

れ
た
香
を
聞
き
分
け
る
遊
び
で
あ
る
「
組
香

（
く
み
こ
う
）」
の
２
つ
に
集
約
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
（
組
香
も
、
香
り
を
聞
き

わ
け
る
優
劣
を
競
う
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
主
題
に
さ
れ
た
和
歌
や
物
語
の
世
界
感
を

鑑
賞
す
る
の
が
本
筋
で
す
）。

「
香
り
」の「
道
」と
書
い
て
香
道
、

「
こ
う
ど
う
」と
読
み
ま
す
。

香
を
焚
き
、

そ
の
香
り
を
楽
し
む
日
本
古
来
の
芸
事
で
、

と
く
に
武
家
の
時
代
で
あ
っ
た

室
町
～
江
戸
時
代
に
は
武
士
の
嗜
み
と
し
て

広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
香
道
」と
は

　香道で香を焚く場合、線香のように
直接点火したり、炎で香木を燃やすこ
とはありません。香炉（聞香炉）におこ
した炭団と灰を入れ、その上に雲母の板

（銀葉）をのせ、その上に数ミリ程度に
薄く切った香木をのせて加熱します（用
いる道具・加熱の調節法等は流派によ
り異なります）。これにより均一に熱が
加えられ、煙を立てずに香気のみを鑑
賞できる利点があります。

銀葉または
雲母、アルミ泊

灰、チャコール

香炉

灰

香を焚  く（炷）
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現
代
で
は
、
１
９
９
２
年
以
降
４
月
18
日

が
「
お
香
の
日
」
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
「
香
木
が
日
本
に
初
め
て
漂
着
し
た
」

と
『
日
本
書
紀
』
で
伝
え
ら
れ
る
４
月
に
、

「
香
」
の
漢
字
を
分
解
し
た
「
一
十
八
日
」

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
（
全
国
薫
物
線

香
組
合
協
議
会
）。

　

香
道
以
外
で
私
た
ち
が
日
常
接
す
る
香
と

い
う
と
、
従
来
は
お
葬
式
の
際
の
焼
香
（
抹

香
を
灰
の
入
っ
た
香
炉
で
焼
く
）
や
仏
前
の

線
香
を
連
想
す
る
方
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
最
近
は
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
普
及
と

と
も
に
ディ
フュ
ー
ザ
ー
で
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
（
＝

精
油
）
の
香
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
円
錐
形

の
香
に
点
火
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
部
屋
の
香
り

を
楽
し
む
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
匂

い
袋
や
粒
子
の
細
か
い
粉
香
を
手
や
手
首
に

塗
っ
て
香
り
を
楽
し
む
塗
香
（
ず
こ
う
）
で

癒
や
し
を
図
る
、
香
り
の
上
級
者
も
い
ま
す
。

　

香
道
は
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
よ
り
よ
く

香
り
を
楽
し
む
た
め
の
方
法
が
作
法
や
所
作

と
し
て
磨
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ

し
簡
単
に
癒
し
を
楽
し
み
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

話
は
簡
単
。
暮
ら
し
の
な
か
に
少
し
だ
け
、

香
り
の
楽
し
み
を
と
り
い
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

香
道
に
は
、
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
日

本
史
で
香
木
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
紀
元

５
９
５
年
の
こ
と
で
、『
日
本
書
紀
』に
は「
淡

路
島
に
漂
着
し
た
木
片
を
火
に
く
べ
る
と
芳

し
い
香
り
が
し
た
た
め
、
朝
廷
に
献
上
し
た
」

と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
は
遣
隋
使

（
６
０
０
～
６
１
８
年
）
な
ど
に
よ
り
大
陸

と
の
往
来
が
活
発
化
し
た
時
期
で
も
あ
り
、

古
代
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
へ
て
、
仏
教
と
と

も
に
香
り
に
関
す
る
文
化
が
伝
来
す
る
下
地

も
あ
り
ま
し
た
。

　

奈
良
か
ら
平
安
時
代
に
は
宮
廷
な
ど
で

香
り
を
聞
い
て
楽
し
む
習
俗
が
確
立
し
て
い

き
、
鎌
倉
時
代
の
武
家
社
会
で
は
禅
の
精

神
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
香
道
が
芸
道

と
し
て
、
茶
や
能
な
ど
と
と
も
に
武
士
の
嗜

み
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
室
町
時
代

の
こ
と
で
す
。

　

現
代
で
は
、
茶
道
や
華
道
と
同
様
さ
ま

ざ
ま
な
流
派
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
儀
で

香
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

香
道
の

長
い
歴
史

香
道
以
外
で

暮
ら
し
で

香
り
を
楽
し
む

とは「香」

茶香炉

　日常生活では、「香」というと線香や焼香の際の抹香な
ど、練って整形されたものが多いのですが、香道では心地
よい芳香を放つ木材＝香木（沈水香木）をさします。もと
もと芳香を放つ樹種ばかりでなく、朽ちた木が埋もれたり
風雨にさらされるうちにバクテリア等の働きで変質し、熱
すると香気を発するようになったりしたものもあり、さまざ
まです。
　香木は古くから知られたものだけで数百種あり、「六国
五味」といって、原産地を思わせる六国（伽羅〔インド〕・
羅国〔タイ・ミャンマー〕・真那伽〔マラッカ〕・真南蛮〔ベ
トナム？　諸説あり〕・寸聞多羅〔スマトラ〕・佐曾羅〔諸
説あり〕）と、香質による五味（甘・酸・辛・苦・鹹）を組
合せて分類・表現します。いずれも南アジア・東南アジア
産で、国内で採れたものは香道では使われません。
　ちなみに、日本史上、最も有名な香木は東大寺正倉院
宝物の「黄熟香」（長さ
156cm、最大径 43cm、
重さ11.6kg）でしょう。
日本に伝来したのは鎌倉
時代以前と見られ、時
代々々の権力者が断片を削り取った跡が残っており、切り
取り跡に残された付箋には室町幕府８代将軍足利義政、
織田信長、明治天皇などの名があります。

　日常で簡単に香りを楽しむツールとして最近静かなブームなのが、「茶香
炉」です。読んで字のごとく、 香炉で茶を焚いて香りを楽しむための道具
のことで、ろうそくを熱源にしたり電熱式だったりと簡単なため、手軽に使
える点が魅力です。ただし、イメージに反して古くからあったものではなく、
1997 年に愛知県内の陶磁器メーカーにより開発・商品化されたものです。
　焚いた茶葉を焙じ茶として飲用にしたり、茶葉の代わりにコーヒー豆を
使ったりできる多様性も魅力です。

※�茶香炉に限らずご家庭で香炉を使う場合は火の用心をお忘れなく。

香木の伽羅
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皆
様
の
健
康
の
た
め
に
、
眼
科
医
か
ら
何
か

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
と
の
こ
と
で
す
が
、
お
そ
ら
く
皆

様
が
視
覚
を
通
じ
て
、
よ
り
良
い
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
役
立
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
と
思
い
ま
す
。

大
部
分
の
人
は
、
こ
れ
ま
で
眼
科
の
世
話
に
な
っ

た
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
間
に
必

要
な
情
報
の
80
％
は
視
覚
か
ら
得
ら
れ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
も
し
目
が
突
然
見
え
な

く
な
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
暗
や

み
の
な
か
で
な
に
も
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
き

パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、
そ
の
恐
怖
か
ら
逃
れ
ら
れ

る
な
ら
ま
だ
し
も
、
立
ち
直
れ
ず
死
も
覚
悟
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
極
端
な
こ
と

も
あ
れ
ば
、
日
常
生
活
の
な
か
で
支
障
を
き
た

す
よ
う
な
、
例
え
ば
目
の
痛
み
、
め
や
に
、
痒
み
、

目
が
赤
い
な
ど
、
ま
た
ゴ
ミ
の
よ
う
な
も
の
が
見

え
た
り
（
飛
蚊
症
）、
暗
い
所
で
瞬
き
や
急
に
振

り
向
い
た
と
き
光
が
見
え
た
り
（
光
視
症
）、
霞

ん
で
見
え
た
り
（
霧
視
）、歪
ん
で
見
え
た
り
（
歪

視
症
）、
視
野
の
一
部
に
見
辛
い
部
分
や
見
え
な

い
部
分
（
暗
点
）
が
出
た
り
、
二
つ
に
見
え
た

り
（
複
視
）、こ
れ
ら
の
症
状
が
い
く
つ
か
重
な
っ

て
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
に

は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
、
軽
症
の
こ
と
も
あ

れ
ば
、
失
明
に
至
る
よ
う
な
病
気
が
潜
ん
で
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
皆
様
が
日
常
生
活
の
な
か
で
、
目

に
ま
つ
わ
る
症
状
や
病
気
に
対
し
て
の
心
配
や

疑
問
に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
解

説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

―東邦大学医学部名誉教授・日本眼科学会専門医　杤久保 哲男

日常生活で出会う

目にまつわる症状や病気

みなさまの健康のために

第１回

は
じ
め
に
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眼
科
医
が
取
り
扱
う
部
位
は
、目
玉
（
眼

球
）
と
そ
れ
以
外
の
眼
球
を
大
切
に
保
護

し
、
目
の
機
能
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め

の
部
分
に
大
別
さ
れ
ま
す
（
図
１
・
表
１
）。

　

眼
球
の
大
き
さ
は
ピ
ン
ポ
ン
玉
位
で
、

透
明
な
黒
目
（
角
膜
）
と
白
目
（
強
膜
）

で
球
体
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。

　

角
膜
の
奥
に
は
茶
目
（
虹
彩
）
が
あ
り
、

光
の
強
さ
に
応
じ
て
反
応
す
る
瞳
（
瞳
孔
）

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
す
ぐ
後
ろ
に
は
、
水
晶
体
と
呼
ば

れ
る
透
明
で
精
巧
な
生
体
の
凸
レ
ン
ズ
が

あ
り
、
眼
球
内
に
は
透
明
な
ゲ
ル
状
の
液

体
（
硝
子
体
）、そ
し
て
光
を
感
じ
る
膜
（
網

膜
）、
そ
の
外
側
に
は
血
管
と
メ
ラ
ニ
ン
色

素
に
富
む
膜
（
脈
絡
膜
）
が
あ
り
、
網
膜

の
視
細
胞
（
明
る
い
と
こ
ろ
で
視
力
、
色

覚
を
司
る
錐
体
と
暗
い
所
で
働
く
杆
体
が

あ
る
）
層
に
栄
養
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ

の
膜
は
虹
彩
と
一
連
の
膜
で
、
水
晶
体
周

辺
に
多
数
の
極
細
線
維
（
毛
様
体
小
帯
）

で
連
結
し
て
い
る
組
織
（
毛
様
体
）
も
同

じ
で
、
こ
れ
ら
３
組
織
を
合
わ
せ
て
ぶ
ど

う
膜
と
呼
ば
れ
、
炎
症
を
起
こ
し
や
す
い

組
織
で
す
。

　

眼
球
後
方
や
や
鼻
側
か
ら
、
網
膜
で
感

じ
た
光
刺
激
を
電
気
現
象
で
脳
の
視
覚
中

枢
に
伝
え
る
神
経
線
維
の
束
（
視
神
経
）

が
出
て
い
ま
す
。

　

角
膜
と
虹
彩
、
水
晶
体
と
虹
彩
の
後
ろ

で
形
作
ら
れ
る
空
間
は
そ
れ
ぞ
れ
前
（
眼
）

房
、
後
（
眼
）
房
と
呼
ば
れ
、
毛
様
体
上

皮
か
ら
分
泌
さ
れ
る
（
眼
）
房
水
と
呼
ば

れ
る
透
明
な
体
液
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

眼
球
に
は
こ
れ
を
動
か
す
筋
肉
が
６
つ

付
い
て
お
り
、目
を
動
か
す
脳
神
経（
動
眼
、

滑
車
、
外
転
神
経
）
の
支
配
で
、
左
右
連

動
し
て
二
重
に
見
え
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

眼
球
を
保
護
し
て
い
る
の
が
上
下
の
ま

ぶ
た
（
眼
瞼
）
で
、
そ
の
縁
に
は
ま
つ
毛

（
睫
毛
）
と
涙
の
油
成
分
を
分
泌
す
る
腺

（
瞼
板
腺
ま
た
は
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
）
の
小
さ

な
出
口
が
一
列
に
整
然
と
並
ん
で
い
ま
す
。

瞼
の
内
側
と
強
膜
の
表
面
を
覆
っ
て
い
る

粘
膜
は
そ
れ
ぞ
れ
瞼
結
膜
、
球
結
膜
と
呼

杤久保 哲男
（とちくぼ　てつお）

1976 年　東邦大学医学部卒業、同学部眼科学教室にて研修
1978 年　東邦大学医学部眼科学講座助手
1985 年　国立大蔵病院眼科医長、東邦大学医学部博士号取得
1988 年　東邦大学医学部講師（眼科学講座）
1989 年　日本眼科学会専門医取得
1990 年　東邦大学医療短期大学看護学科兼担講師（眼科学）
1991 年　東邦大学医学部助教授（眼科学第一講座）
1995 年　東邦大学医学部教授（眼科学講座）
2014 年　東邦大学退職、同大学名誉教授

略　歴

目
の
構
造
に
つ
い
て

1
図 1  眼球の構造図

表 1  視覚器

眼

眼球

視神経

眼球付属器

外壁

内容

外膜：角膜・強膜
中膜：ぶどう膜（虹彩・毛様体・脈絡膜）
内膜：網膜
水晶体
硝子体

（眼）房水
眼瞼：眉毛・睫毛・瞼板腺（マイボーム腺）
涙器：涙腺・涙点・涙小管・涙嚢
結膜：瞼結膜・球結膜
眼筋：上、下、内、外直筋・上、下斜筋
眼窩

毛様体小帯
（Zinn 小帯）

黒目（角膜）

白目（強膜）

瞳（瞳孔）

茶目（虹彩）＋毛様体＋脈絡膜＝ぶどう膜

網膜

中心窩

視神経

硝子体

水晶体
黄斑部

視神経乳頭部
房
水

眼房 前（眼）房
後（眼）房

【耳側】

【鼻側】
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じ
に
出
る
常
染
色
体
優
性
遺
伝
で
す
。
代

表
は
進
行
性
の
網
膜
色
素
変
性
症
で
、
暗

順
応
は
眼
底
所
見
が
認
め
な
い
時
期
か
ら

反
応
が
悪
い
。
眼
底
所
見
の
進
行
に
一
致

し
て
視
野
に
見
に
く
い
部
分
が
輪
状
に
出

現
し
（
輪
状
暗
点
）、
進
行
と
と
も
に
周
辺

か
ら
中
心
に
向
か
っ
て
見
え
な
く
な
り
ま

す
（
求
心
性
視
野
狭
窄
）。

　

両
眼
視
機
能
は
、
物
を
両
目
で
見
た
と

き
ダ
ブ
ら
な
い
で
一
つ
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
機
能
（
単
一
視
）
で
す
。
立
体
感
（
立

体
視
）
や
左
右
の
像
を
合
致
さ
せ
る
機
能

（
融
像
）
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

調
節
は
、
見
た
い
と
こ
ろ
に
自
動
的
に

ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
機
能
で
す
。
毛
様
体

筋
の
収
縮
と
弛
緩
に
よ
り
毛
様
体
小
帯
を

介
し
て
水
晶
体
の
焦
点
距
離
を
変
化
さ
せ

ま
す
。
40
歳
頃
か
ら
水
晶
体
が
硬
化
し
は

じ
め
焦
点
距
離
が
変
化
し
に
く
く
な
る
、

い
わ
ゆ
る
老
眼
（
老
視
）
で
す
。

　

輻
輳
と
は
、
近
く
を
見
る
と
き
に
目
玉

を
内
側
に
寄
せ
る
機
能
で
、
反
射
的
に
瞳

孔
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。

　

開
散
は
、
内
寄
せ
し
た
眼
球
を
元
に
戻

す
機
能
で
す
。
こ
れ
ら
は
調
節
と
関
係
し

て
お
り
、
機
能
低
下
で
老
視
と
と
も
に
疲

れ
目
（
眼
精
疲
労
）
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

深
部
覚
は
、
遠
近
感
を
認
識
す
る
機
能

で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
二
種
免
許
で
は
必
要

で
、
三
桿
法
で
検
査
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
機
能
の
異
常
や
障
害
に
よ
り
、

自
覚
的
な
症
状
が
出
現
し
て
き
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
原
因
と
し
て
眼
科
特
有
の
病

ば
れ
、
こ
れ
ら
の
移
行
部
（
円
蓋
部
）
に

は
涙
を
分
泌
す
る
腺（
涙
腺
）が
開
口
し
て
、

ま
ぶ
た
の
開
閉
と
と
も
に
眼
球
を
乾
燥
か

ら
保
護
し
て
い
ま
す
。

　

目
の
機
能
に
は
視
力
（
形
態
覚
）、眼
圧
、

色
覚
、視
野
、光
覚
、両
眼
視
、調
節
、輻
輳
、

開
散
、
深
部
覚
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
我
々
が
生
活
し
て
行
く
上
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
機
能
で
す
。

　

ま
ず
、
視
力
は
、
物
の
形
を
認
識
す
る

網
膜
黄
斑
部
中
心
窩
の
機
能
で
、
実
際
は

５
ｍ
離
れ
た
距
離
で
１・
５
㎜
の
２
点
間
隔

が
識
別
で
き
れ
ば
視
力
１・
０
と
表
現
さ
れ

ま
す
。

　

眼
（
内
）
圧
は
、
房
水
の
収
支
バ
ラ
ン

ス
で
規
定
さ
れ
る
眼
球
の
固
さ
で
あ
り
、

大
気
圧
よ
り
10
～
21m

m
H
g

（
正
常
範
囲
）

高
く
、
眼
球
内
の
恒
常
性
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

　

色
覚
は
色
を
識
別
す
る
や
は
り
黄
斑
部

の
機
能
で
す
。

　

視
野
は
、
１
点
を
注
視
し
て
見
え
る
範

囲
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
中
身
の
感
度
が

重
要
で
す
。

　

光
覚
は
、
杆
体
細
胞
が
担
う
暗
い
所
で

見
る
機
能
で
、
暗
順
応
を
検
査
し
ま
す
。

機
能
障
害
は
、
暗
い
環
境
で
は
見
え
な
い

夜
盲
で
、
多
く
は
生
ま
れ
つ
き
で
男
女
同

気
は
勿
論
、
全
身
的
な
病
気
に
合
併
し
て

生
ず
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

眼
科
の
外
来
に
は
、
目
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
を
訴
え
て
来
院
し
ま
す
。
主

な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
ま
ぶ
た
に
関
す
る

訴
え
は
、
俗
に
言
わ
れ
る
物
も
ら
い
が
多

く
、
こ
れ
は
ま
つ
毛
の
生
え
際
の
細
菌
に

よ
る
化
膿
性
炎
症
（
麦
粒
腫
）
で
、
瞼
板

腺
の
導
管
が
詰
ま
っ
て
内
容
物
を
た
め
て

し
こ
り
を
作
る
肉
芽
性
炎
症
（
霰
粒
腫
）

と
異
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
ま
ぶ
た
の
し

こ
り
は
、
瞼
板
腺
由
来
の
脂
腺
が
ん
（
図

２
）
な
ど
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
ぶ
た

の
縁
や
皮
膚
に
で
き
る
お
で
き
の
大
部
分

は
、良
性
の
角
化
症
（
図
３
）
と
黒
子
（
色

素
性
母
斑
）（
図
４
）
で
す
が
、
な
か
に
は

悪
性
の
が
ん
（
扁
平
上
皮
が
ん
〔
図
５
〕、

基
底
細
胞
が
ん
〔
図
６
〕、
悪
性
黒
色
腫
な

ど
）
も
あ
る
の
で
注
意
を
要
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
加
齢
性
内
反
症
（
図
７
）、

眼
瞼
下
垂
（
加
齢
性
〔
図
８
〕、
ハ
ー
ド

コ
ン
タ
ク
ト
使
用
に
よ
る
、
動
眼
神
経
麻

痺
な
ど
）
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
眼
部
帯

図 3  角化症 図 2  マイボーム腺がん

みなさまの健康のために

主
な
目
の
症
状
と

病
気
に
つ
い
て

3

目
の
機
能
に
つ
い
て

2

図 7  左加齢性内反症 図 6  基底細胞がん

図 5  扁平上皮がん 図 4  色素性母斑（黒子）

図 9  右眼部帯状疱疹 図 8  両加齢性眼瞼下垂

12



　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
は
、
両
眼
性
の

痒
み
が
特
徴
的
で
、
目
や
に
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
花
粉
症
に
代
表
さ
れ

る
季
節
性
と
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
と
称
さ
れ

る
家
の
埃
が
原
因
で
年
中
繰
り
返
す
通
年

性
が
あ
り
ま
す
。
予
防
が
肝
心
で
す
が
、

症
状
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
点
眼
や

内
服
の
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を
使
用
し
、
痒

く
て
も
で
き
る
だ
け
こ
す
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
こ
す
る
刺
激
が
、
次
の
反
応
を

引
き
起
こ
す
か
ら
で
す
。
中
高
年
の
治
療

に
抵
抗
性
の
目
や
に
は
涙
小
管
や
涙
嚢
の

炎
症
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
涙
道
内
視
鏡

な
ど
に
よ
っ
て
検
査
、
治
療
が
必
要
で
す
。

　

結
膜
の
お
で
き
で
は
、
球
結
膜
に
出
来

状
疱
疹
（
図
９
）
も
時
お
り
経
験
し
ま
す
。

帯
状
疱
疹
は
小
児
の
水
疱
瘡
と
同
じ
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
で
、
免
疫
力
が
低
下
し
た
と

き
三
叉
神
経
の
第
一
枝
に
好
発
し
、
激
し

い
痛
み
と
水
庖
が
そ
の
支
配
領
域
に
出
現

し
ま
す
。
角
膜
、
結
膜
、
強
膜
、
虹
彩
、

毛
様
体
に
も
炎
症
を
起
こ
し
、
緑
内
障
に

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
症
状
経
過
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
支
配
領
域

の
疼
痛
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
す
。

　

急
に
ま
ぶ
た
が
閉
じ
な
く
な
る
（
兎
眼
）

症
例
も
時
に
来
院
し
ま
す
。
ま
ぶ
た
を
閉

じ
る
眼
輪
筋
を
支
配
す
る
顔
面
神
経
の
麻

痺
が
原
因
で
す
が
、
脳
梗
塞
や
腫
瘍
も
念

頭
に
入
れ
て
検
査
を
進
め
ま
す
。
日
常
診

療
で
は
、
ま
ぶ
た
の
痙
攣
の
訴
え
は
比
較

的
頻
度
が
高
く
、
ほ
と
ん
ど
が
目
の
疲
れ

（
眼
精
疲
労
）
や
精
神
、
身
体
の
疲
れ
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

結
膜
に
関
し
て
の
訴
え
は
、
目
や
に
が

出
る
、
目
が
赤
い
（
図
10
）、
目
の
中
が
か

ゆ
い
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
な
ど
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
が
結
膜
の
炎
症
に
よ
る
症
状
で
す
。

原
因
は
細
菌
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
、
花
粉
症
や
ア
ト
ピ
ー
な
ど
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
に
よ
る
も
の
、
化
学
物
質
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

流
行
り
目
（
流
行
性
角
結
膜
炎
）
の
原

因
で
あ
る
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
に
効
く
薬
は

な
く
、
対
症
療
法
の
ほ
か
専
ら
周
り
に
う

つ
さ
な
い
よ
う
に
、
目
に
触
れ
た
ら
流
水

で
手
を
洗
い
、
共
用
す
る
も
の
は
加
熱
消

毒
し
、
感
染
予
防
に
努
め
ま
す
。

る
翼
状
片
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。
悪

性
の
も
の
で
は
、
扁
平
上
皮
が
ん
（
図
11
）

と
そ
の
前
が
ん
状
態
（
ボ
ー
エ
ン
病
）、
Ｍ

Ａ
Ｌ
Ｔ
リ
ン
パ
腫
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

眼
球
の
痛
み
に
関
し
て
、
表
面
的
な
疼

痛
は
、
異
物
や
ま
つ
毛
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
、
化
学
物
質
（
洗
剤
、
化
粧
品
、
目

薬
な
ど
）、
ド
ラ
イ
ア
イ
な
ど
に
よ
る
角
膜

の
傷
や
、
角
膜
潰
瘍
（
細
菌
〔
図
12
〕、
ウ

イ
ル
ス
〔
図
13
〕、
カ
ビ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
）

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
強
膜
で
は
リ
ウ

マ
チ
な
ど
膠
原
病
に
よ
る
炎
症
で
あ
り
、

角
膜
辺
縁
の
潰
瘍
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。

虹
彩
の
炎
症
（
虹
彩
毛
様
体
炎:

前
部
ぶ

ど
う
膜
炎
）（
図
14
）
で
は
、
見
に
く
さ

や
眩
し
さ
を
伴
う
鈍
い
痛
み
を
感
じ
ま
す
。

頭
痛･

吐
き
気
を
伴
う
眼
痛
は
、
急
性
緑

内
障
の
高
眼
圧
発
作
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

目
の
機
能
に
関
し
た
症
状
は
、
ま
ず
視

力
低
下
で
す
。
中
高
年
で
は
白
内
障
や
老

眼
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
ず
近

視
、
遠
視
、
乱
視
な
ど
の
屈
折
異
常
の
有

無
を
調
べ
、
次
に
ス
リ
ッ
ト
ラ
ン
プ
（
細

隙
灯
顕
微
鏡
）で
角
膜
混
濁
の
有
無
、房
水
、

水
晶
体
及
び
硝
子
体
な
ど
中
間
透
光
体
の

混
濁
の
有
無
を
調
べ
、
眼
底
検
査
で
網
・

脈
絡
膜
、
視
神
経
乳
頭
部
の
異
常
の
有
無

を
調
べ
ま
す
。
最
近
で
は
、
光
干
渉
断
層

計
（optical coherence tom

ography

：

Ｏ
Ｃ
Ｔ
）（
図
15
）
を
用
い
て
、
視
神
経

乳
頭
部
や
網
膜
、
と
く
に
黄
斑
部
の
詳
細

な
断
面
を
、
し
か
も
立
体
的
に
観
察
、
計

測
も
で
き
ま
す
。
Ｏ
Ｃ
Ｔ
は
、
通
常
の
眼

底
検
査
で
は
困
難
で
あ
っ
た
緑
内
障
の
早

期
発
見
や
黄
斑
部
の
病
気
の
診
断
、
治
療

経
過
観
察
で
は
い
ま
や
不
可
欠
な
検
査
法

に
な
っ
て
い
ま
す
。
視
力
低
下
の
原
因
が
、

も
し
Ｏ
Ｃ
Ｔ
で
も
確
認
で
き
な
い
と
き
は
、

眼
球
以
降
の
視
神
経
、
と
く
に
頭
蓋
内
病

変
の
有
無
の
検
査
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
目
の
解
剖
、
生
理
、
機
能

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
中
高
年
の
目

に
関
す
る
主
な
自
覚
的
症
状
と
関
係
す

る
病
気
を
総
論
的
に
解
説
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

図11  球結膜扁平上皮がん 図10  球結膜下出血

図14  ぶどう膜炎（角膜裏面沈着物）

図15  OCT による「左黄斑部水平断と縦断面」

図13  ヘルペス性角膜潰瘍
　　   （混合型）

図12  細菌性角膜潰瘍
　　   （前房蓄膿あり）
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14

日
本
総
合
健
診
医
学
会
で

　
　
　
　
　
　
当
財
団
の
職
員
２
名
が
発
表

　
第
46
回
を
数
え
る
今
年
度
の
日

本
総
合
健
診
医
学
会
は
、
1
月
26

日
（
金
）、
27
日
（
土
）
の
両
日
、
名

古
屋
市
の
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン

タ
ー
（
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
）
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
回
、
興
味
深
い

発
表
と
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

る
同
学
会
で
す
が
、
今
回
、
当
財
団

に
と
っ
て
は
と
く
に
職
員
２
名
（
角

床
香
織･

畑
山
菊
恵
）
が
初
め
て
の

学
会
発
表
を
行
っ
た
と
い
う
点
で

さ
ら
に
意
義
深
い
学
会
で
あ
っ
た

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
ペ
ー

ジ
で
は
、
そ
の
内
容
を
当
財
団 

代

表
理
事
・
三
木
一
正
よ
り
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～
多
く
の
聴
講
者
を
集
め
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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学
会
初
日
の
1
月
26
日
（
金
）、
日
本
列
島
に
は
数

年
ぶ
り
と
い
う
厳
し
い
寒
波
が
襲
来
。
名
古
屋
～
京

都
間
は
大
雪
と
な
っ
て
、
東
海
道
新
幹
線
は
30
分
以

上
も
遅
延
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
い
に
く
の
天
気
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
名
古
屋
で
は
加
藤
秀
平
大
会
長

の
も
と
、
第
46
回
日
本
総
合
健
診
医
学
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
学
会
で
は
、
財
団
職
員
２
名
（
角
床

香
織･

畑
山
菊
恵
）
が
初
め
て
の
学
会
発
表
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
第
1
日
目
の
学
会
審
議
会
に
出
席
す
る
た
め
、

た
職
員
は
ご
苦
労
様
で
し
た
）。

　

今
回
、
新
た
に
始
ま
っ
た
職
員
に
よ
る
学
会
で
の

発
表
活
動
は
、
当
財
団
の
広
報
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

昨
年
末
の
全
役
職
員
に
よ
る
全
体
会
議
で
の
テ
ー
マ

『
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
？ 

ア
ク
シ
ョ
ン
35
』
の
要
諦

で
も
あ
る
「
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
」「
改
善
を
意
識
し
た
職

場
風
土
の
醸
成
」
等
々
、
今
年
度
以
降
の
財
団
活
動
、

目
標
達
成
の
た
め
に
も
大
き
な
活
力
と
し
て
必
ず
反

映
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。「
会
社
の

質
は
、
そ
の
職
員
の
質
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」
も

の
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
財
団
は
躍
動
す
る
組
織
で
あ

り
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
回
の
学
会
発
表
を
企
画
し
た
執
行

部（
鈴
木
専
務
理
事･

森
崎
常
務
理
事･

森
理
事
）に
、

当
財
団
の
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
を
予
感
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
財
団
の
発

展
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
、「
全
職
員
の
物
心

両
面
の
幸
福
を
追
求
す
る
」
と
い
う
目
的
と
と
も
に

「
人
類
社
会
の
進
歩･

発
展
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
心

構
え
が
必
要
だ
と
常
々
考
え
て
い
ま
す
。

※�

角
床
ら
に
よ
る

｢

２
０
０
８
・
２
０
１
６
年
度
に
お
け
る
メ

タ
ボ
健
診
項
目
値
の
推
移
に
関
す
る
疫
学
的
検
討｣

を
、
座

長
よ
り

＂メ
タ
ボ
健
診
の
効
果
を
具
体
的
に
研
究
し
た
点
が

興
味
深
い＂

と
、
数
多
あ
る
発
表
の
中
か
ら
座
長
推
薦
論
文

に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
財
団
職
員
に
よ
る
初
め
て
の
学
会
発
表
を
聴
い
て

―
日
本
健
康
増
進
財
団 

代
表
理
事　

三
木
一
正

初
日
午
前
中
か
ら
会
場
入
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
職

員
２
人
は
と
も
に
２
日
目
午
前
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
1
番

目
の
発
表
で
、
会
場
も
発
表
時
間
も
重
な
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
幸
い
２
人
の
発
表
を
す
べ
て
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
内
視
鏡
室
主
任
看
護
師･

内
視

鏡
検
査
技
師
畑
山
菊
恵
の
発
表
は
、
私
が
座
長
を
担

当
）。
２
人
と
も
初
め
て
の
発
表
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

堂
々
と
し
て
お
り
、
内
容
も
有
意
義
な
も
の
で
、
共

同
発
表
者
の
一
人
と
し
て
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
、
職
員
に
よ
る
学
会
で
の
発
表
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
当
財
団
の
将
来
に
向

け
て
新
し
い
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
軌
道
に
乗
り

つ
つ
あ
る
事
を
示
す
も
の
と
し
て
心
強
く
、
勇
気
づ

け
ら
れ
る
で
き
ご
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
発
表
者
本

人
は
元
よ
り
、
指
導
し
た
上
司

･
先
輩
職
員
の
努
力
の
賜
で
も

あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
学
会
で
は
、
展
示
会

場
の
出
展
内
容
や
他
施
設
の
発

表
も
、
今
後
の
財
団
の
活
動
内

容
の
改
善
に
向
け
て
有
意
義
な

も
の
が
多
く
、
出
席
し
た
財
団

職
員
、
森
山
次
長
や
安
部
主
幹
、

田
嶋
技
師
長
も
そ
れ
ぞ
れ
関
心

の
あ
る
分
野
で
刺
激
を
受
け
、

帰
京
し
た
も
の
と
思
い
ま
す（
帰

り
の
列
車
も
遅
延
し
、
出
席
し


